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VCASIとは

Virtual Center for 
Advanced Studies in 

Institution
（制度にかかわる仮想研究所）



なぜ、どのように？

なぜ、いま制度研究か？

どのように共同研究組織をデザインするか？

どのように政策分析に役立つか？



制度研究のリバイバル

旧制度学派。ヴェブレン、コモンズ､ガルブレイス
など。

新制度学派。ノース『制度・制度変化と経済パー
フォーマンス』1990年。コース1991、ノース1993
ノーベル賞受賞。

スタンフォード大学、比較制度分析コース設立。



他の分野でも

社会学。デュルケーム「経済学は市場を対象、
社会学は制度を対象」→ 新制度社会学の登場、
社会の約束事はどう日常的に形成されるか？
政治学、法学。
– 制度とは単なる法にすぎないのか？
– では、かならずしもよい法ができないのはなぜか？
政治家が悪いからか？

進化理論。サンタフェ研究所など。
哲学。サール。



制度は社会秩序のルール

人々が共通認識している社会のルール

ゲームとの類推
– アダム・スミス
– 人々は、他人の反応や行動を予想して行動する →ゲー
ムの理論=自然科学との決定的違い →共通認識 ＝
ゲームの均衡の要約表現。

– ナッシュ、ハーサーニィ94年、オーマン05年 ノーベル賞。

– たとえば社会規範、国家制度、私有財産制度と契約、組
織慣習など, すべて共通認識をもとにしている。



制度をどう扱うか？

社会規範、慣習、国家制度、経済制度、組織慣習などは
互いに関連しあっている。たとえばアメリカの制度様式、
日本の制度様式。

「市場原理主義」論争の当事者双方の誤り

どう制度様式は変わるか？法律だけでは変わらない。政
策は基底的な制度変化とフィットした時に有効となる。

人々の共通意識はどう変わるか。文化論、認知科学（心
理学）の役割。言語はどういう役割を果たすか。



ではどう研究を進めるか？

超学際的研究の必要性。

ルールの本質は何か？どう変わるのか？

秩序原理は国によってどう違うか？

政治学、経済学、社会学、心理学などの交差

政策分析（社会主義体制、イラク、「失われた十
年」、エネルギー・環境問題など）

リアルなコミュニケーションとバーチャルなコ
ミュニケーション

政策現場・ジャーナリズムとの交流




